
 

 

 

 

 

繋がる・繋げる「黒門教育」 

 

副校長  岩﨑 公慈  

新学期が始まり、意欲に満ちた子供たちが大勢います。放課後子供教室も始まり、夕方ま

で子供たちの元気な声が聞こえ、活発な姿が見えています。たくさんの方と繋(つな)がり、

多くのことを学ぶ場として学校の役割はますます重要であると感じているところです。 

子供たちの輝く笑顔と元気な声は、教職員だけでなく、保護者や地域の皆様方に元気を

与えてくれます。「WELL-BEING の実現を目指す学校」である本校は、育ての会を中心と

した保護者・地域の皆様が応援団として、いつも温かく見守り支えてくださる恵まれた環境

にあります。その環境を最大限に生かし、「黒門教育」を継承・発展させていくことが副校長

としての責務と考えています。キーワードは「繋がる・繋げる」です。例年通りの活動を、単に

繰り返す、続けるというのではありません。新しい校長はじめ教職員全員で、これまで黒門

小学校が大切にしてきたものを確認し、意図を明確にした有意義な教育活動を進めること

が大切です。放課後子供教室のスタッフとも連携を図りながら、それぞれの立場で子供たち

に関わり、その成長を支えることを目指し、取り組んでまいります。今年度もどうぞよろしく

お願いいたします。 
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